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振動感覚における PhS と同様に、h-PhS でも 2 点の刺激部位間に独立した 1 つの温度感覚を生
じることが確認された。また、熱源像の移動が知覚される、仮現運動が確認された。h-PhS の特
性を踏まえて温度提示を行い、錯覚現象を発生させることにより、装置の大型化を避けつつ、簡
便な装置での空間的な温度提示をすることが可能となった。 
